
令和元年度６月補正予算について

補正予算計上額

予算編成の基本的な考え方

これまで着実に積み上げてきた土台を元手に、「もっと良くなる

奈良」を目指して、県政の各分野の課題解決に向けた新たな取組

や、公共事業の新規箇所等について、所要の予算を計上

▶ 一般会計 ２５６億１７百万円

▶ 公立大学法人奈良県立医科大学関係経費特別会計 １７百万円

▶ 奈良県営競輪事業費特別会計 ２２百万円

▶ 奈良県中央卸売市場事業費特別会計 ２１百万円

▶ 地方独立行政法人奈良県立病院機構関係経費特別会計 ５百万円

主な事業内容

１．栄える「都」をつくる 〔Ｐ１〕

～奈良県経済の好循環を促し、働きやすく、就業しやすい奈良県にする～

・工場、研究所等の新たな立地又は機能強化を行う企業に対し補助（100）

・ 10）

・ （11）

・ 3）

・ 7）

２．賑わう「都」をつくる 〔Ｐ２〕

～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、観光産業を振興する～

近鉄
備等（87）

・（仮称）中町道の駅整備に向けた基本・実施設計等の実施（90）

・ 15）

・ 施策を検討（20）

（単位：百万円）

〔 〕内は、「主な取組」のページです。 １
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主な事業内容（つづき）

（単位：百万円）

３．愉しむ「都」をつくる 〔Ｐ３〕

～県民が安心して快適に暮らし続けられる奈良をつくる～

・ 25）

・大和川流域総合治水対策及び土砂災害防止対策の推進（7,824）

501）

・ ）奈良県
植栽条例の制定に向けた検討（1）

797）

・ の提供（1）

・ 2）

４．便利な「都」をつくる 〔Ｐ４〕

～県土マネジメントを推進し、効率的で便利な交通基盤をつくる～

・道路整備の推進及び交通環境の充実（11,949）

・平城宮跡周辺地域における抜本的な街路渋滞対策の検討及び近鉄線の移設等に関する調
査・検討（8）

直結するリニア新支線に関する調査・検討（25）

５．健やかな「都」をつくる 〔Ｐ５〕

～健康寿命日本一を目標に、高齢者、障害者を含む、誰もが健やかに暮らせる地域を
つくる～

・医療機能の再編に向けた病院間連携の促進（2）

・ 意欲のある中高年や外国人留学生の介護分野への就労を支援（7）

・市町村民税非課税世帯に対する介護保険料の負担軽減の拡充（170）

・ 開催及び人材育成（6）

場づくりや、出所者の就労と社会的対応力の獲得を一体的に支援する
条例の検討（2）

・ 苑と橿原運動公園を一体的に捉えたスポーツ拠点施設の整備構想を策定（14）

・県内の幼稚園・保育所等を対象に、幼児運動プログラムの普及に向けた取組を実施（3）

６．智恵の「都」をつくる 〔Ｐ６〕

～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～

4）

40回近畿高等学校総合文化祭の準備（1）

県内行催事との連携により、奈良国立博物館を中核とした文化クラスターを形成（24）

・日本書紀完成1300年を迎える令和２年１月からの１年間、「記紀・万葉プロジェクト」
の集大成事業を展開（19）

〔 〕内は、「主な取組」のページです。
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（単位：百万円）

７．豊かな「都」をつくる 〔Ｐ７〕

～県内の農・畜産・水産業・林業の振興、農村活性化、森林を護る施策を進める～

（9）

・ＮＡＦＩＣ（なら食と農の魅力創造国際大学校）附属セミナーハウスの外構設計等（20）

・ 10）

・ 多様性機能の簡易な評価指標

の検討（13）

８．誇らしい「都」をつくる 〔Ｐ８〕

～交流、定住の促進により、南部地域・東部地域を、頻繁に訪れてもらえる、
住み続けられる地域にする～

・紀伊半島アンカールートを形成する「五條新宮道路」の早期整備〔再掲〕（652）

・災害に強い道路ネットワークの整備推進（国道169号高取バイパス等）〔再掲〕（3,306）

・南部地域・東部地域における治水安全度向上を図るための河川改良〔再掲〕（1,189）

９．爽やかな「都」をつくる 〔Ｐ８〕

～奈良が持つ行政資源を総動員し、効率的・効果的な行財政マネジメントを行い、
行き届いた行政サービスを届ける～

・市町村が実施する消費税率引上げ後の消費喚起につながる取組を支援（200）

・市町村等が推進する連携・協働の仕組み（奈良モデル）づくりを支援（20）

・県有施設等の耐震化の推進（一部特別会計）（200）

耐震改修工事（応急補強）

奈良県文化会館、県立美術館、筒井寮、登美学園、吉野土木事務所

耐震設計等

民俗博物館、筒井寮、登美学園、薬事研究センター、吉野土木事務所、

生駒警察署、県立医科大学、西和医療センター

耐震診断

競輪場、県中央卸売市場、県営住宅集会所、交番・駐在所等

主な事業内容（つづき）

〔 〕内は、「主な取組」のページです。
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① 令和元年度当初予算 ５，０１６億９８百万円

② 令和元年度６月補正予算 ２５６億１７百万円

① ＋ ② ５，２７３億１５百万円

[ 平成３０年度当初予算比 ＋２０６億６４百万円 ＋４.１％ ]

（参考）

③ 平成３０年度２月補正予算（当初提出） １２９億４２百万円

① ＋ ② ＋ ③ ５，４０２億５７百万円

[ 平成３０年度当初予算＋平成２９年度２月補正予算（当初提案）比

＋２６１億６７百万円 ＋５.１％ ]

令和元年度 一般会計（６月補正後）の予算規模

【参考資料】

・表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある。
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（億円） 県債残高及び県税収入の推移
（H30までは現在高、R1は6月補正予算案後）

県税収入

・表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある。

臨時財政対策債等（全額交付税措置）
通常債（交付税措置分）
通常債等（交付税措置なし）

交付税未措置額
／県税収入額3.4倍 3.4倍 3.1倍4.2倍 4.3倍 4.2倍 3.9倍 3.8倍

交付税措置あり

交付税措置なし

6,744
6,581

5,976

6,094 6,222 6,513 6,648 6,740

うち臨時財政

対策債等

6,727

3.1倍 3.0倍

6,446

4.1倍

5,553


